
  



 



  



  



 

 ≪多摩丘陵散策≫ 多摩丘陵は、多摩川対岸の府中から眺める姿が「多摩の横山」とよばれる。  我が

家の南のベランダからは、多摩市、稲城市方面の山々が東西に連なった低い連山に見える。実際に地形図

を見ると、多摩川の右岸（多摩丘陵）と左岸（河岸段丘）では全く様子が異なる。面白いことに、浅間山の

地質は多摩丘陵の地質におなじで、もともとつながっていたものが、古多摩川の流れによって周囲が削ら

れて、浅間山が孤立丘として残ったものだそうだ。 

 私は「多摩の横山」ながめていつも、万葉集の次の歌を思う。 

 「赤駒を山野に放し捕りかにて多摩の横山徒歩ゆか遣らん」（宇遅部黒女） 

この歌碑は、府中の郷土の森博物館の多摩の横山を望む場所にある。防人として九州の地に出発する夫を  

府中まで見送りに来た妻の夫を思う歌とされているが、おそらく彼は武蔵国には戻れなかったのだろう。 

この歌が心に響くのは、私の父も太平洋戦争のとき、母子を故郷に残して赤紙一枚の召集で呉の軍港から

ニューギニアまで送られ、帰ってこなかったことが重なり合うせいである。残された母の苦難の人生はいか

ばかりであったかに思いを馳せる。最近、ウクライナでの戦場での兵士と留守をまもるその妻の姿は痛々し

く、同じことが起きているのだろう。 

戦後８０年、私たちは平和な時代を生きて

きたが、中国の圧力におびえて、おおくの若

者が南西諸島の兵役に就くというような時

代がこないことを祈る。祈るだけではだめ

で、そんな事態がこないように、平和和な世

界を作るように心がけていきたい。 

多摩丘陵は、今はニュータウンが建設され

自然豊かな住宅地になっている。坂道や階段

のアップダウンはきつかったが、平和、平和

を念じながら、唐澤山吉祥院門前のお地蔵さ

んが見守る坂道を歩いた。（奥野英城）  
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